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10
年
4
月
か
ら
、
要
保
護

児
童
生
徒
の
就
学
援
助
費
の

対
象
費
目
が
拡
大
し
ま
し
た
。

文
科
省
は
10
年
1
月
29
日

に
開
い
た
会
議
で
、
新
た
に

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
生
徒
会
費
に
つ
い
て
、

要
保
護
児
童
生
徒
の
就
学
援

助
費
の
国
庫
補
助
対
象
と
し

ま
し
た
。

そ
の
理
由
に
、
新
学
習
指

導
要
領
で
部
活
動
も
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
文
科
省
は
、
準
要

保
護
児
童
生
徒
の
就
学
援
助

費
に
つ
い
て
も
、
拡
大
し
た

対
象
品
目
が
一
般
財
源
化
さ

れ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

早
速
、
市
の
担
当
課
（
教

育
行
政
課
）
に
聞
き
取
り
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、

就
学
援
助
の
費
目
が
増
え

た
こ
と
は
、
課
内
で
話
題
に

の
ぼ
っ
た
も
の
の
予
算
計
上

は
さ
れ
て
い
な
い
。
詳
細
を

県
に
問
い
合
わ
せ
て
も
、
国

が
何
も
言
っ
て
こ
な
い
の
で

不
明
と
の
返
答
だ
っ
た
。
と
、

さ
え
な
い
返
事
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
の
費
目
拡
大
は
、
文

科
省
が
理
由
と
し
て
あ
げ
て

い
る
よ
う
に
、
部
活
動
の
位

置
づ
け
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
眼

目
は
ク
ラ
ブ
活
動
費
に
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

文
科
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

積
算
単
価
は
下
枠
の
と
お
り

で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
に
つ
い
て

言
え
ば
、
本
市
の
小
中
学
校

就学援助対象費目が拡大

でも…予算計上はこれから

の
そ
れ
は
範
囲
内
に
収
ま
り

ま
す
。
（
生
徒
会
費
は
集
め

て
い
な
い
そ
う
で
す
。
）

難
し
い
の
は
部
活
動
費
で

す
が
、
市
は
担
当
課
内
で
話

を
と
ど
め
て
い
る
だ
け
で
、

部
活
動
顧
問
や
保
護
者
か
ら

の
意
見
聴
取
を
し
て
い
ま
せ

ん
。
支
給
す
る
姿
勢
に
な
っ

て
い
る
の
か
疑
問
を
感
じ
ま

す
。党

市
議
団
は
、
こ
れ
ま
で

保
護
者
に
周
知
徹
底
を
は
か

る
こ
と
、
準
要
保
護
の
所
得

基
準
（
対
象
）
を
広
げ
る
よ

う
に
求
め
、
成
果
も
あ
げ
て

い
ま
す
。

生
活
保
護
や
そ
れ
に
準
ず
る
小
中
学
生
の
、
義
務
教

育
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
給
付
す
る
就
学
援
助
制
度
。

当
市
で
は
９
％
（
09
年
度
）
の
児
童
・
生
徒
が
給
付

を
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
、
文
科
省
は
対
象
費
目

を
３
つ
追
加
し
ま
し
た
が
、
尾
張
旭
市
の
対
応
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
早
期
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。

文科省の積算単価
クラブ活動費

２５５０円（小学校）

２万６５００円（中学校）

ＰＴＡ会費

３０４０円（小）

３９６０円（中）

生徒会費

４３５０円（小）

４９４０円（中）

就学援助制度とは

就学援助制度は、憲法第26 条（「すべて国民は、法律の定

めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受

ける権利を有する。」）を保障することを目的とした制度

である。生活保護世帯の小中学生（要保護者数）は、教育

扶助によって義務教育に関する学校給食費、通学用品費、

学用品費が補助されている。就学援助制度はこれらの生活

保護世帯に対して、教育扶助の対象にならない修学旅行費

等を支給している。それに加えて、生活保護に準ずる程度

に困窮している小中学生（準要保護者）に対して、学校給

食費や通学用品費、学用品費、修学旅行費といった義務教

育に掛かる費用の一部を給付している。

（参議院作成資料から抜粋）



上
の
表
は
、
尾
張
旭
市
の
就
学

援
助
受
給
者
数
な
ど
を
、
経
年
で

ま
と
め
た
資
料
で
、
要
保
護
・
準

要
保
護
率
を
全
国
比
較
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
（
右
端
）

参
議
院
調
査
室
で
、
自
民
党
・

公
明
党
時
代
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
就
学
援
助
の
国
庫
負
担
が
半

額
補
助
か
ら
交
付
税
措
置
（
一
般

財
源
化
）
に
変
更
さ
れ
た
影
響
を
、

調
査
し
て
お
り
、
そ
の
結
論
部
分

を
引
用
す
る
と
、

「
第
一
に
、
準
要
保
護
率
の
高
い

地
域
は
、
東
京
・
大
阪
の
大
都
市

圏
の
市
区
と
、
地
方
の
小
規
模
な

町
村
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
前
者
は
行
財
政
規
模
が
一

定
水
準
を
超
え
て
い
る
た
め
多
く

の
準
要
保
護
者
に
対
応
で
き
て
お

り
、
後
者
は
実
際
に
就
学
援
助
を

要
す
る
小
中
学
生
が
多
い
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
ま
た
準
要
保
護
率

の
低
い
地
域
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
全

て
が
非
常
に
小
規
模
な
町
村
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
行
財
政
規
模
が

就
学
援
助
制
度
の
運
用
に
影
響
を

与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
就
学
援
助
制
度
の
一

般
財
源
化
は
、
市
区
町
村
別
の
運

用
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
可
能
性
が

高
い
。
準
要
保
護
率
の
分
布
を
時

系
列
比
較
す
る
と
、
分
布
の
裾
が

厚
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
一
般
財
源
化
後
は
、

準
要
保
護
率
０
％
の
地
域
が
ほ
ぼ

倍
増
し
て
お
り
、
国
庫
補
助
制
度

の
廃
止
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、
準

要
保
護
者
に
対
す
る
就
学
援
助
給

付
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
自
治
体

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

要
保
護
率
の
分
布
の
時
系
列
推
移

と
比
較
す
る
と
、
よ
り
い
っ
そ
う

明
ら
か
と
な
る
。

第
三
に
、
経
済
分
析
の
結
果
か

ら
、
就
学
援
助
制
度
の
一
般
財
源

化
は
市
区
町
村
の
就
学
援
助
給
付

を
引
き
下
げ
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
般
財
源

化
に
よ
っ
て
、
就
学
援
助
制
度
の

運
用
に
対
し
て
財
政
力
が
及
ぼ
す

影
響
が
強
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
」

「
他
の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本

の
地
方
政
府
は
生
活
保
護
や
健
康

保
険
、
介
護
保
険
な
ど
再
分
配
的

歳
出
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
状
況
を
無
視
し

た
地
方
分
権
の
推
進
は
、
地
方
政

府
の
再
分
配
的
歳
出
を
抑
制
さ
せ

る
可
能
性
が
高
く
、
本
稿
の
分
析

結
果
は
そ
れ
が
現
出
し
て
い
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

今
後
も
、
地
方
分
権
は
大
き
な

政
策
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
日
本
の
地
方
政
府
を
取
り
巻

く
状
況
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
十

分
な
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
」

尾
張
旭
市
は
、
表
か
ら
も
わ
か

る
と
お
り
、
国
か
ら
の
財
源
が
一

般
財
源
化
さ
れ
て
も
、
就
学
援
助

の
施
策
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
な
く

（
準
用
保
護
率
の
推
移
か
ら
言
え

る
）
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
準
要

保
護
率
上
位
20
市
区
町
村
の
平
均

値
は
約
32
％
（
06
年
度
）
で
、

当
市
の
３
倍
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
尾
張
旭
市
が
03
年

度
に
改
善
し
た
所
得
基
準
が
、
ま

だ
低
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
般
的
に
若
い
親
の
ほ
う

が
所
得
が
低
い
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
小
学
校
で
の
率
が
中
学
の

そ
れ
よ
り
低
い
こ
と
は
、
実
際
に

困
窮
し
て
い
る
家
庭
を
捕
捉
し
き

れ
て
い
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。


